
 

①開設講習名 
学校現場にて突然の事故、救急車が来るまで教員が果

たす役割 
②講  師  中尾 龍幸 （なかお たつゆき） 

③講習会場 東亜大学 ④会場所在地 山口県下関市 

⑤開 設 日 令和 3 年8月28日, 29日 ⑥時間数 6時間 ⑦受講予定人数 18人／日 

⑧受講者募集期間 令和3年4月16日 ～ 令和3年7月23日 ⑨履修認定時期 令和3年10月28日まで 

⑩履修認定対象職種 教諭・養護教諭・栄養教諭 ⑪主な受講対象者 全教諭  

⑫受講料等総額 ６，０００ 円 (うち受講料以外の経費）   

⑬【到達目標】 

  学校現場にて、突然の事故に対し救急車が来るまで、教員が果たす役割、基本的な応急手当や救命処置を理解、実践方法を身につける。 

⑭【講習の概要】 

 学校現場にて、突然の事故に対し救急車が来るまで教員が果たす役割は何か？本講習では、教員の役割について心構えや基本的な応急手当、

心肺蘇生法・ＡＥＤなどの救命処置とともに、学校内での事故事例から救急に関する講義と実習を組み込んだ実践的な講習を行う。 

長年の消防署救急隊長（救急救命士）として多くの災害現場で子供達やご家族と関わってきた経験や知識を基に、判断や対応の軸となる内

容を先生方とともに考えます。 

 

１ 講 義 ・ 実技 

応急手当の基礎知識 

学校プールでの事故 

水面からの救出 

心肺蘇生法 ・ ＡＥＤ 

止血、骨折に対する応急手当 

２ 学校事故事例グループ検討/発表 

学校内での事故事例から、救急車が来るまでに、教員が対応出来ることを意見交換するとともに、グループで対応方法を考える。 

 

⑮【評価の方法･評価基準】 

評価の方法：  筆 記 

評価基準    

     合 格： 講義内容と実技内容を理解したうえで、説明及び実践することができる。   

     不合格： 上記以外   

⑯【テキスト･参考資料】 

   講習前に必要なテキスト資料を配布予定。 『応急手当講習テキスト』 

⑰【受講者への伝達事項】 

  実習ができる服装、上履き、水分補給、タオル、筆記用具、ノートを準備して下さい。 


